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松 尾 南の原遺跡発掘調査報告

自 然 環 境

長野 県飯 田盆 地 は東 に赤石 山脈,西 に木 曽山脈 が連互 し, この 中間 を天竜 川 が南流 し, その両 岸 に見

事 な河岸段丘 が発達 してい る。飯 田市松尾地 区 (旧松尾 村 )は 飯 田市街 地 よ り鼎町 を間 にお いたす ぐ南

にあ り,本竜川西岸 に天竜 川 よ り幾段 もの段 丘 が あ って次 第 に西方 に高 まって い る地形 にあ る。遺跡 の

所 在す る南の原 は伊 那 谷段 丘 の第 3段丘面 にあ って,標 高 490π ,天竜 川 との比 高 110π を測 り,松尾地 区

で は最 も高 い段 丘面 にあ る。

遺 跡 の西方 は さ らに上位 の名子熊段 丘面 が あ り,高 距 10π とな って い る。 また,東 方 は一段低 い御射

山面 が あ り, ここに は三協精機工場 が たて られ,高 距30π を測 る。 それ よ り下 位 の第 7段丘 の毛 賀の諏

訪 神社面,さ らに小 さな段丘面 があ って,緑 ヶ丘 中学校 の あ る毛 賀の沖積段 丘 面 とな り, さ らに下位 の

清水面 となって天竜 川氾濫 原へ と続 いてい る。

南の原 は東西 450π ,南北 1000π に及ぶ広 い段 丘 面 で,北 500π に飯 田女子短 期大学 があ り, さらに北

へ と八幡 原がつづ き,名 古 熊の低 い面 へ と連 続 してい る。 しか し南 は,北 の沢 が流 れ,名 古 熊面 では浅

い浸蝕 をみ るの みで あ るが,南 の原面 では急 に深 い浸省虫谷 を形 成 し段 丘面 を切 り, この沢 を距 てた南 に

松 尾小笠 原氏の根拠 であ った松尾城跡 が あ るも その南 は毛 賀沢川の深 い谷 を距 てて鈴 岡小 笠 原氏の本拠

であ った鈴 岡城 跡 が相対 してい る。

南の原の微地形 をみ る と名古熊段丘崖下 は片羽の集落 が南北 方 向 に並 び,そ のす ぐ東イ員Jは 東西 巾約 50

πの低 地 となって南北方向の水 田帯 とな り,南端 は北 の沢へ と落 ちて い る。水 田帯 の下層 は厚 い砂 層 と

な ってい るとの ことで古 い河床 であ った とみ られ る。 この水 田帯 以外の東側 は一 見平 坦 な桑 園 とな って

い るが, この平 坦面 を詳細 に観察 すれ は,水 田帯 の低地 か らす ぐ東側 は緩 い丘 陵状 をな し, さ らに東 に

い くに従 い低 くな り,台地 の中央部 はやや凹地状 とな り, これ よ り東 にい くに従 い僅 かなが ら も高 さ を

増 して段 丘端部 に達 してい る。

発掘 調査 に よれば,水 田帯 か
lら

東150π の トレンチで は厚 さ60物 の 植 物遺体 を含 む粘土質 の堅 い堆積

層 があ り,東段 丘端 部 か ら西 150π の工事 中の 観 察 で は深 い粘 土質の黒上の堆積 がみ られ て い る。 中央

部 の凹地状部 と,西側 の高地部 とは130の,東段 丘端部 とは50のの レベ ル差 をはか る。 この 凹地状部 は耕

地整理 前 は雨期 には所 に よって水 が溜 り歩行 も困難 し,農耕 の不適 な場所 で あ った といわれ ている。東

西 巾90π ,南北 方向 につ いては未調査 であ るが,広 い範 囲 にわ た る湿地帯, または,長 い期 間 にわ た っ

ての沼 の存在が推定 され る。

歴 史的環境

南の原 は鳥居 竜蔵 の「先 史及 び原史時代 の下伊 那」 に よれば,上位名古熊段 丘面 と ともに組文時代 の

遺物分布 地 とな って お り,今 まで石斧や土器 片の採集 が報ぜ られ てい る。発掘 調査前
‐の分布 調査 では縄

文時代 ,弥生時代 の打石器 が表面採集 され,中世 陶器 片 も発 見 されて い るが,昭和 42年 3月 の遺 跡台帳

には誤 って落 されて いた。

境環



南の原 の一段低 い御射 山 では縄文 中期 の甕 が出土 してお り,一段 高 い名古熊 の行 人塚 よ りは縄文 土器

と炉址 が発 見 され てい る。本遺跡 の西方 400れ の名 古熊高位段 丘面 の端 に地 蔵 堂 古 墳 が あ り,北 東 600

πには代 田山第 2号墳 があ る。

ここで特 に注意 したいの は,北 の沢 を距 てた段 丘 の端 に松 尾城 跡 の あ るところであ る。 中世 信 濃守 と

な った小 笠原氏の本拠 の地 であ る。本城 の起源 につ いては正確 な ところ は判 明 しないが,少 くと も南北

朝時代 には存在 していたこ とは明 らかであ る。 その後 しば ら くは伊 那盆 地 におけ る中心的 な城 であ り,

天正 18年 (1590)月 笠ヽ 原信 嶺 が武蔵 本庄へ転封 され た時 までつづ いた。

この間,同族 で直親関係 にあ る松 尾小笠原 と鈴 岡小笠 原 との間 に信 濃守護職 をめ ぐる対立 が深 ま り,

推定 明応 2年 (1493)に 松 尾 は鈴 岡 を襲 って破 り,落城 さ してい るが, この後鈴 岡の残党,松 本深志小

笠原,下 条氏の連 合 勢 力の攻撃 を受 け, しば しば合戦 に及 ん でい るが, その圧 迫 にた えず,松 尾小笠原

は甲斐 に身 を寄せ ,再 び松 尾へ復帰 した もの とみ られ る。 この対立 時期 には松 尾城周辺 にお いて も戦 火

が交 わ られ た と考 え られ る。 今 日,本 曲輪,二 の曲輪 ,三 の曲輪 の跡,空 濠 が残存 し。 中世 の平 山城の

姿 を厳 存 している。本遺跡 の西 50π を南北 に通 る道 は片羽道 と呼 ばれ,飯 田市 と鼎町 の境 をな してい る

が, この道 は中世 において は城 に至 る追 手の道 であ った と考 え られ てい る。
・

注 1  松島信幸「伊那谷の段丘」1966  下伊那地質資料M2    _

注 2  宮下操  「下伊那史第六巻」昭45 下伊那誌編纂会

本稿は大沢和夫の原稿をもとに調査結果を加えたものである。

Ⅱ 発 掘 調 査 経 過

昭和 47年 に松尾 南 の原 に三菱電機 株式会社 中津 川製作所飯 田工 場 が建 設 され ることにな った。 この南

の原 は,鳥居竜蔵 の「下伊 那 の原 史及 び先 史時代」 (大正 13年 )に はア イヌ派厚手土器 の分布地 となっ

てお り,今 まで縄 文 時代 の土器,石器 が採集 され ていた ところであ る。 しか し,昭和 42年 3月 発行 の
;

「遺跡分布 図,長野 県」 には,誤 って南の原遺跡 が落 され て いた。 この ため用 地 買収 後の分布調 査 に よ

って縄 文 時代 ,r弥 生 時代 の石器 が表面採集 され,中世 陶器 片 も発 見 され ,・ 遺跡 と して飯 田市教育委 員会

は,工事着工 前の発掘調査 を工場側 に要請 し,1972年 3月 21日 よ り 4月 6日 にわ たる14日 間 の発掘 を実

施 した もの である:用地面積 は 7 haに 及ぶ広 範囲 であ り,費 用,期 日の制約 で,遺物採集 が 多 く,地形

的 に も好条件 とみ る用地の西端部 の水 田地帯 に接 した南北 100π ,東 西36れ の地 点 を調査 区 と した。(図 2)

調査結果 では中世 屋敷跡,住居址 ,火葬墓群 ,土城墓 が発 見 され,中世 陶器 の数 多 くと,茶 臼等の遺

物 があ り.,重要遺 跡 とみ られた。 しか し,そ の報告 は佐藤 が「 日本考古 学年報 25(1972年 版 )」 に その概

略 を載せ たのみで,中世 屋敷跡 と,中世 陶器 の十分 な把握 が な されず, それ に次 か ら次へ の緊急 発掘調

査 に追 われ,今 日まで遅 らせ た怠慢 の謗 りは まぬ がれ ない。

昭和 49年度 には工 場拡張計画 に よ り,現工場地 の北側 に東 西 120π :南北25″2の 区域 に新 しく工 場 が建

設 され るこ ととな り,そ の発掘調査 を1974年 8月 17日 か ら開始 した とこ ろ, この調査 中,言十画 外の用地

の西端部 の一画に工 事用資材置場 の建築 の ため ブル トーザ に よる整地 が は じま り, この地 区 を B調査区

,前地 区 をA調査 区 と し (図 2)調 査 を引続 いて行 ない, 9月 19日 までの28日 間の調査 とな った。 この
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図 1 松尾南の原遺跡位置図及 び周辺の関連遺跡 (1:30.000)



間残暑 の きび しさと,台風 14号の豪雨 に もあ い,調査 は苦労 を重 ね た。

この調査 に よって72年度調査 に よる屋敷跡 との関連遺構 が発見 され,予 想外の成果 を上 げ得 るこ とが

で きた。 さ らに75年 ,76年 にわ た っての工場建 設計画 があ り,そ の発掘調査 に よって松 尾城跡 との関連

を もつ 中世 の城郭 外 におけ る施 設 に対 して,あ る程 度 の究明 が な され る もの と期待 され る。

本報告 は,1972年,1974年 の二次 にわ た る発掘調査 の概報 であ り,次 いで行 なわれ る,75,76年 度の

調査 完 了時 に綜合報告 を予定 してお り,発掘調査 日誌 を略 す。

果結査調

|.1972年の 発 掘 調 査

発掘調査された遺構は (図 3) いずれ も中世 の屋敷跡 1
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住 居址 2,土 鉱 10,火 葬墓 群 1で あ る。

(|)屋敷 跡 (図 4)

4棟の建 造物か らな り,床面 は全面 に焼土 が広 が り,そ の 区画 をな していた。 この 4棟を発掘段 階 で

は,東 (員」の発見順 に 1号～ 4号住居址 と整理 して きたが,一 連 の もの とみ て中世 屋敷 跡、と した もの であ

る。

1号 は南 Jヒ 5.4π ×東西 6.3π , 東側 は ,夫 い 1屈 りこ′
'と

な るが西 にい くに従 い平 坦 とな る。 J耗佃1に 庫iJヒ

方向 に土 台石 が 2列 に 3こ ずつ並 び,西側 は掘立柱 となる。 2間 × 2間 の建物 で あるが,東側 には床 ,

南側 には廊下 が付 く座敷風 の建 造物 とみ たい。遺物 は中世 陶 器 を僅 に検 出 したの みであ る。

2号は, 1号 よ リー段低 い位 置 にあ って,東西約 5π ×南 北 6つ の 2間 文 3間の建 物 とみ られ る。南

寄 り中央 に1.8π × 1.8π の 囲炉裏が掘 りこまれ, この北 に接 して, これ よ り古 い とみ る1.8π Xl.2π の

囲炉裏 が掘 りこまれ ていた。前者 の 中央 よ り北 よ りに天 目茶 碗 の完形 品,後者 の北隅 に茶 自の完形 品が

埋 め られ た状 態で出上 をみ た。 2号の南端 の 中央部 か ら径 1。 lπ の円形 に南側 に え ぐりこむ深 さ1.2π の

貯蔵 穴 とみ るもの が あ り, この 中 よ り常 滑の大 甕片 が数 多 く出土 してい る。 2号 は遺物 は多 く,す り鉢

,皿,天 目茶碗片,内耳土器 片 が数 多 く検 出 されてい る。

2号の北 に1妾 して 3号が ある。南北 3.6π ×東西3.5π , 深 さ96-と 地下 に掘 りこまれ た建物 で, この

覆 土 は,焼 けた壁土 (す さにわ らを切 りこむ )が重 さな り,焼 け落 ちた状 態 を示 す もの で,床面 には多

くの木炭 と焼木がみ られ た。 内部 は南側壁イ貝1に は,人頭大 の石 が並 び,壁 はゆ るい傾 斜 を もって出入 口

をな してい る。他 の 3方 の壁 はほぼ垂 直 とな り,壁 にそって巾10-～ 20-:深 さ 10οπの周溝がめ ぐる。

中央 よ り北 よ りに焼 土 があ り, この上 に石 自の下部 が置かれ,皿 4枚 が重 ね られ て出土 してい る。 この

他遺物 には小柄が検 出 され てい る。

4号 は 2号の面 に並 び, 6.3%× 6.3π , 3間 × 3間 の掘立 柱 の建 物 で あ る。オ主穴間隔 は1.8π 。2.7π

(1間 。1.5間 )と なってい る。 出土遺物 には,す り鉢,天 目茶碗 ,皿 ,常 滑の甕 等の陶器 片 と素 焼土器

内耳土器 片がみ られ てい る。

(2)住 居 址 (図 3)                ´

屋敷 跡 よ り南67″ に中世 の 6号住居址 , これ よ り 5π 南 に 5号住居 l■ が ある。

5号住居址 は南北 3.5π ×東西 4.2π の長方形の浅 い竪 穴住 居址 で主 柱 穴 は 4こ とみ られ る。 東側 にわ
‐
                                     39
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ずかに高 い面 が あ り,そ の西側 の南寄 りに炉址 とみ る焼土 をもつ掘 り凹 みが あ る。遺物 にはす り鉢,広

耳土器 片が あ る。

6号住居址 は,南北 3.4π ×東西 3つ の壁高 20の の竪 穴住 居址 で,主柱 穴 4こ を もつ。遺物 は天 目茶薇

片,皿 片,内耳 土器 片,鉄 器 片の出土 をみてい る。

(3)土拡墓 (図 3)

1号 ～10号の土城 が調査 され た。 これ ら土城 の うち 1～ 1.5π × 2π 大 の長方形 とな る もの と,円形

または不規 則 な楕 円形 をなす土城 の 2形態 が あ る。前者 は明 らか に土葬 墓 とみ られ る もの であ り,後 灌

には火葬墓 と考 え られ る もの もあ る。遺 物の 出土 をみ たの は 6号土城 の み で,天 目茶碗 片,内耳土器 片

す り鉢 片等 が数 点 , フ イ ゴ片 1が検 出 されてい る。

“

)人 葬墓群 (図 3)

屋敷 跡の南 45π に東西方 向 に長 さ 8π ,巾 は東端部 では 2π ,西端 部 は35響 とな るが,約 70の ～ 100“

の巾に浅 い掘 り凹み をつ くり, この上 に拳大 か ら人頭大 の石 を所 に よっては多 く詰め, また,僅 か に罹

′
く程度 の所 もあ り,木炭 と火葬骨灰 が全 面的 にみ られ,西側 に は焼土 で壁 が堅め られ ていたの も観察 さ

れた。最終的 には11の 火葬墓 よ りな る と推定 され,い ずれ も浅 い土城 を掘 り,①内部 に石 を詰 め る もの
,

②土城のみのものの2形態の火葬墓が看取された。遺物は,上層の石の間にみられたものが多く,天 E

茶碗 ,す り鉢 ,皿,常 滑甕等 の破 片 と内耳土器 片,素 焼土器 ,鎗 の石 突 1が検 出 され てい る。

1974年 の発掘調 査

本次発掘調査 は A・ Bの 2調査 区 につ いて行 な った もの であ る。南 の原 台地 の片羽への道 の北側 ,コ

西 315π の間 を,A区 では台地 の東側 よ り東西 130π ,南北 20～ 30%に つ いて, B区で は台地 の西側 よ 三

東西 115π ,南北広 い所 は45π ,狭 い所 は 5π 内外 に対 しての調査 であ る。 (図 2)

発掘調査 した遺構 (図 5・ 6)は ,東 西方 向の溝遺構 ,そ の北側 を平行 す る路址 または土塁址 とも′

る もの,柱夕1,住居址 3,土 城 14, ピッ ト群 1, この他 台地 の 中間部 に東西約 90π にわ た る沼状 跡 が言

め られ た。 (図 7)

(|)溝 状 遺 構

台地 の中央部 の沼状 跡 をは さんで東 (溝 I)と 西 (溝 H)に ,東西方 向 に溝 が掘 られ, さ らに南北ラ

向の溝 Ⅲが あ る。

溝 I(図 5・ 8)は ,沼状帯 の東端 部 か ら東へ約 50つ の びた所 で南 に向 きを変 え,さ らに南東方 向 |

緩 いカープ を描 いて段 丘端 か ら崖端 浸償虫部へ と続 いてい る。 溝 は沼状帯 に接 した第 4ト レンチ では, I

一 ■面 での巾 lπ ,深 さ20の と浅 く,東 に くるに従 い大 きさ を増 し,南 にガープす る地点 では,巾 2.〔

深 さ115の とな り,薬研 堀 とみ る形状 とな る。

溝 H(図 6・ 7)は ,沼状 跡 の西端部 か らほぼ直線状 に西 の水 田地帯 に まで延 び る とみ る溝 で,沼 ,

跡 に接 す る第 12ト レンチで は巾 1.8π ,深 さ40の の溝 とこの北 80の に巾 lπ ,深 さ20物の溝 が並 ぶ。 7

の調査 は片羽部落へ通 ず る道路敷 とな り, この ため十分 な調査 はで きなか った。 第 8ト レンチでは,「

1.4れ ,深 さ30物の溝 とこの北 に小 さな溝が2条 み られ てい る。 溝 Hの 調 査 は不 十分 ではあ るが,溝 II

比 し,規模 の Jヽ さな もの とみ られ る。
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溝 Iと Ⅱの共通点 は,沼状 跡 をは さんで東西方 向 にあ り,そ の北側 に道 路址, または土塁址 とみ るマ

ウ ン ドをもつ こと。 溝底部 は水 の流 れ た痕 跡っ また水 の溜 っていた痕 跡 を もたない こ とで ある。

溝 Ⅲ (図 5・ 9)は ,北側 は来年度 の調 査 に待 たね ばな らぬが,北 か ら南 に向 き,溝 Iが南 に カープ

す る地 点 で切 られ,溝 Iの 西側 を平イ子してい るが,溝 Iに よ って東 41Jは 削 られて い る。 巾2～ 2.5π ,深

さは70"内外 の もの であ る。 第 5ト レンチでは,そ の存在 は確 かめ られたが, それ よ り南 は工場敷 地の

ため整地 され ,十分 な調査 はで きなか ったが, トレンチ調査 では,そ の存 在 を認 め るお とはで きなかっ

た。

溝内の遺物 には,溝 Iよ り茶 自の上 自,永楽通宝 をは じめ ,天 目茶碗,皿 ,す り鉢片等 の出土 をみて

お り,溝 Πで も同系統の陶器 片が あ り,第 14ト レンチの沼状 跡 よ りは青磁 の皿の 出土 をみ ている。

(2)路址 , または土塁址 (図 5・ 6・ 8)

溝 I・ Hの 北 に平行 して両側 よ り土 を巾50の ～70の前後 に盛 り上 げ た ものであ る。高 さは現状 では南

イ員1で20の余 ,北側 で 10の程度 であ り,南側 には礫 がはい って お り,堅 く側 面 を しめ てい る。溝 Iが南に

ヵ― プす る地点で同方向 の カー プ を示 す。段 丘崖下 か らの古 い道 が この辺 りを通 って枡片羽へ通 してい

たといわれ るが,そ の古 い道 へ通 ず る痕 跡 はカープす る所 で それ よ り東 は断 れ て しヽ る。 形 に折 れ てい

るとすれ は路址 であ るが,そ の痕 跡 は調 査段階 では発 見 で きなか った。巾 か ら考 えれ ば路址 であ り,溝

との関連 か らみれば土塁址 と考 え られ,土 塁 とすれ ば規模 の小 さな もの と推定 され る。

(3)柱穴列 (図 6・ 7・ !0)  .

溝 Hよ り北約 5π 離 れて,そ れ と平行 して一列 に柱 穴が並 ぶ。部 分 的 な調査 に終 わ ったが,水 田地帯

よ り東 20π は,か つ て水 田造成 の ため遺構 は破 壊 され不 明で あるが,そ れ よ り東 70π にわ たって柱穴が

認め られ てい る。柱 穴間隔 は1.8"(1間 )が主 で, これ よ り短 い間隔 も僅 かにみ られ る。深 さは40の以

上 が 多 く, 8∽ と浅 い特殊 な もの も 1こ あ る。 これ ら柱 穴の並 びか らみて棚 と考 えたい。

(4)住居址 (図 5・ 6・ H)

溝 Iが南 にカー プす る北側 に 7号,水 田 ぎわの小高 くなった所 に 8号:沼 状 跡 の西 に 9号住居址 があ

る。

7号住居址 (図 8)は 南北 6.5π ,東 西 19π に柱 列 と囲炉裏跡 2こ があ る。柱列 は正 しく通 らない も

の もあ り,建替 または幾棟 か よ りな る建 物跡 とみ られ る。住 居址 の 中央部 は溝 ΠIを 埋立 してお り,囲 炉

裏 址 は ここに造 られ てい る。張床面 を最 初 に音Б分的 に壊 す誤 りも犯 した。 規模 か らみ て屋敷跡の一部 と

考 え られ る もので,北 4員りの来年 度 の調査 を待 つ もの であ る。 遺物 に は天 目茶碗 ,皿,す り鉢等の陶器片

と内耳 土器 片 があ る。         ・ ｀

8号住 居址 (図 H)・ は南北 4π ×東西 7π に 3間 × 3間 の建物 で あ る:柱 穴間隔 は約 1.8π と4.5π

(2.5間 )。 西側中央部 に1.8π ×2.3つ の隅丸方形 の浅 い掘 りこみが あ り, 中に人頭大 の石 が配せ られて

い るが,何 であ る か把握 で きたか った。遺物 は少 な く,鉄鉾 ,内耳 土器 片の出土 をみ たのみであ る。

9号住 居 l■L(図 6)は 柱列 の東端 に あ り,沼状 跡 に隣接 してい る。南 は盛土,北 は76年度調査 区,ま

た湧水 が 多 く十分 な調査 はで きなか った。西側 に 2π ×1.5π の 楕 円 形 を な し,深 さ70",湧 水 で調査

不十分 であ り,さ らに深 くな る とみ られ る貯蔵 穴 があ り,南側へ深 くえ ぐ りこむ もの であ る。遺 物 には

輪花 皿,内耳 土器 片,砥石 ,鉄 片,鉄鉾 等 が あ る。
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図 9 松 尾南の原遺 跡 溝 IIIの 北 溝図

深 さ20Cm前後 〉́ピッ トが16こ 方形 に酉己せ られ, ラ重造 4勿跡 と

は な く, その性格 を把握 す るにはいた らなか った。

(5)土  拡 (図 5・ 6)

A区 では24号,B区 では南北方

向 に並 んで11号 ～23号 が発見 され

ている。形態 と,内部 に木炭 を多

く含 む こ とか らみ て火葬墓 と考 え

たいが,火葬 骨 ,骨灰 を検出 した

oは 20・ 22・ 23号のみである。遺

牝勿
`ま

12 ・ 16 ・ 18 ・ 19fナ にはな く,

他 はいずれ も上 層部 に内耳土器 片

が置かれ ていたb内耳土器 だ け を

もつ もの に11・ 13・ 15。 17号 があ

り,20号 には フ ィ ゴの月、破 片 が多

量 に検 出 され,12・ 14号 は良質 な

天 目茶碗 ,す り鉢 , その他 の陶器

片の出土 をみ てい る。     
′

(6)ビ ッ ト群 (図 5)

A区の 東端部 に発 見 され,南北

3.8%X東 西 6.4π に径 40-～ 70-,

も考 え られ, また土 拡 ともみ られ るが,遺物
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0-ム 地山

図 8 松 尾南 の原遺跡 東 溝の 中心部 と 7号住居址

図10 松尾南の原遺跡柱列址 (1:60)
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図 11 松 尾 南 の 原遺 跡 8号住 居 址 図

(:)中 世 の遺 物 (図 12～ 15)

1972年 ,1974年 の二次 にわ た る遺構 出土遺物 につ いては差 を見出す こ とはで きない。 同一系統 の陶暑

の出土 をみ てお り,遺構 別 でな く,.全遺構 が関連性 を もつ もの と して,こ こでは遺 物 を と りあげ るこ と

に した。

常滑甕 (図 12の 1～ 3)大 部分 は屋敷 跡 に 多 く,特 に貯 蔵穴 か らは大破 片が 多 く出土 してお り,メ

葬墓群 か らも出土 してい る。 国縁部 の折 りか え し部 分 が肥厚 して接着 す る もの で, 図 12の 2の 肥厚 に

大 きい。信長 の天正 2年 (1574)の 常 滑禁窯令 の で る直前 の古常 滑終 末様 式の もの で,室 町 時代 後半 に

位置づ く″ブ ガ脇様 式 と呼 ばれ る もの であ る。 押印 をもつ (図 12の 4)の 2片 が あ り,同 時 期の
.も

の て

あ る。南の原屋敷 跡 の時期 を知 る手掛 りをなす もの と受 け とめ たい。        ・

天 目茶碗 (図 12の 5～ 11)図 12の 5は ,屋 敷跡 囲炉裏 の 中に埋 め られて出土 tた 完形 品, 日径 12.|

の,高 さ6.5の,内面底 には文様 とも文 字 ともみ る刻 み が あ り,緑色 を呈 すす ば ら しい逸 品 で あ る。屋募

跡 よ りの天 目茶碗 に 6 ・ 10。 11が あ り, 6は 火 災 に よる三二次変化 を当邑す。 8は 6号住居址 , 9は 7号伯

居址 , 7は 12号土城 よ りの出土 ,10・ 11は ア メ天 目,他 は黒天 日であ る。 これ等 の他 天 目茶碗 の小 片´

量 は多い。

す り鉢 (図 13の 2γ 6)小 破 片 は多 く出土 をみ てお り,特 に屋敷 跡 よ りの量 は多い。 図 13の 2・ 4

と 1の 壺 は ピッ ト内 に重 な って出土 した もの で あ る。 2は ほぼ完形 に復 元 されて い る。 いず れ も鉄 泥 を

塗 っただけの うす い釉 がかか り,底部 は糸切底 であ る。小破 片 も同系統 の もの で,時期 的 に も大 きな妻

はない とみ られ る。

皿 (図 12の 12・ 13,図 14の 4～ 25)屋 敷 跡 の倉跡床面 よ りの出土 が最 も多 く,溝 I, Ⅱの底部 か ら

の出土 も多い。 図 12の 12は 沼状 跡の粘 土 の堆積 よ り出土 し,波状 口縁 をな し,内面 に唐 草文 ,底部 には

亀 甲文 とみ る もの が描 かれ てい る。良質 な青磁 で竜 泉窯 とみ られ る。図 12の 13は 9号住 居址 出土の輪濯

皿,図 14の 4は 内面 に花排状 に沈線 が施 され て お り,黄瀬戸系 であ る。 その他 もいずれ も良質 な皿 で ,

48

鉄釉 が た っぶ り施 され,瀬戸周辺の もあ とみ られ る。 図 14の 2は ,乳 白色 を呈 し,他 の胎土 がや ゃ黄味

を もつ にたぃ し, 由ぽ い色 で窯址 の異 なる もの とみ る。図 14の 19・ 20は 火災 に よる二次変化 がみ られ る。

壺 (図 13の 1)壺 の破 片 は多いが,図示 で き るの は, この 1こ で, 鉄釉の美 しい良質 な もの であ る。

茶 入 (図 14の 20)屋敷 跡の出土 で,鉄釉 の美 しい もの で,糸 切底 に高 台 を不規 貝Jに は りつ けて い る。

内耳 土器 (図 14の 1～ 3)住 居址,土城 ょ り出土 をみ てお り,小破 片の量 は多い。図 14の 1は 土城

16号, 2は 溝 H, 3は 土城 16号出土 であ る。

素焼 土器 (図 14の 17～ 19)17は 住居址 6号,18は 火葬墓群 ,19は 屋 敷跡 よ りの出土 で,い ずれ も糸

切 り底 ,胎 土 は砂 質粘 土 で焼成 は堅 い。

鉄器 に は図 14の 21～ 23が あ り,21は 屋敷跡倉の床 面 よ り出土 した小柄 ,22の 鎗 の石 突,23は釘 で,火
葬墓群 よ りの出土 であ る。

古銭  図 14の 24～ 26があ り,24の 永楽銭 (1408年 明成祖 )は 溝 Iの底 部 に茶 臼 2号 と伴 出 して い る。

25は 熙寧 元

=(1608年
宗神宗 )で ,74年調査 の土城墓群 よ り出土 してい る。同地 点 出土 の 26は 不 明 であ

る。

茶 臼 図 15の Hの茶 自 1号は屋敷跡 囲炉裏内 に埋 め られ ていた完形品 で見事 なで きば えの もの である。

2の茶 臼 2号 は上 自だけが溝 Iの 底部 に永楽銭 と伴 出 した完 形 品 であ る。 いずれ も砂 岩 製 で精巧 な仕上

げであ る。

石 臼 図 15の 3・ 4は , 3が上 自, 4が下 自で安 山岩製 であ り,現在 み る石 臼 とは形状 が異 な る。

砥石  図 15の 3が あ り, 9号住居址 出土 であ る。

(a 縄 文時代,弥 生時代 の遺 物 (図 16)

弥生 時代 の石器 に図 16の 1～ 3があ り, 1の 石鍬 は硬砂 岩 製 で1010夕 と大形 で ある。 2は 蛤刃形磨石 1

斧, 3は打製石包丁 であ り, 1, 2は 溝 Iよ り, 3は 屋敷跡周辺 よ りの 出土であ る。縄 文 時代 の石器 に

図 16の 4～ 7が あ り, 5の 石 錘の他 lま 打石斧 で溝 I内 部 よ りの出土 が多 い。

ま  と  め
｀

1972年 ,1974年 の二次 にわた る調査 は工事用地 の広 範 な面積 の一部 で終 わ ったが,発 見 され た遺構 は

中世 松 尾城 跡 に関連 す る武士団の屋敷跡,北佃1に それ に伴 う溝― 溝 Iで は明 らか に薬研 堀 であ り, これ

に平行 す る土塁址 または路社 とこの北 に並 ぶ棚列 が あ り, これ らが 台地 中央部 にあ る沼状 跡 をは さんで

東西 の両側 に構 え られ る屋敷跡 に付帯 す る住 居址 が あ り, この周辺 に火葬墓群 , または土城墓 が あ る。

1975,1976年 度の工 事用地 の発掘調 査 に よって, これ ら中世 家 臣団 の屋敷 跡,こ れ に伴 う防禦施 設 が或

る程度解 明 される もの と予 想 され る。

遺 物 か らみ て,茶 自,天 目茶碗 をは じめ とす る見事 な陶磁 器 の出土 l」l室 町時代 後半 におけ る松 尾小笠

原氏 の重要 家 臣団 の居が ここに構 えた もの と受 け とめ られ る。

弥生 時代 の石器 ,縄文 時代 の石器の 出土 は ここに, この期 の遺構 の存在 す るこ とも予 想 され,今 後の

調査 に大 きな期待 が もたれ る。

本調査 にあ って は飯 田女子短大の大沢和夫先生 ,県文化 課今村善興指 導 主事,調査 員 と して御 骨折 り

いただ いた今 村正 次先生 をは じめ作業 に従事 され た方 々に深 く感謝 の意 を表 わ したい。 また今 次調査 に

あた って三菱電機 中津川製作所飯 田工場 で受 けた御便 宜 の大 きか ったこ とを付記 したい。
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本時報告 書 は二 次 にわ た る調査 の略報 とい うべ きで,全調査 終 了時 に本報告 書 をま とめ て出版 する こ

とにな ってい る。 この報告 liFは 今 村正 次の 見解 を もとに佐 藤が執筆 し,製 図 は中塚 1見子 に労 をわず らわ

した。 なお図 の ピッ トの横 (中 )に 付 した数 字 は
'未

nl‐ か らの深 さ をの で表 わ してい る。
‐
     (佐  藤 甦  信 ｀

図 13 松 尾南 の原遺 跡 出土 中世 遺物 H(1:3)
図 12 松 尾 南の原遺 跡 出土 中世 遺 物 I(1:3)
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図14 松尾南の原遺跡出土中世遺物Ⅲ (1

⑬̈



①

‐

Φ

５

ヽ

―‐

一

‐‐

ν

図15 松尾南の原遺跡出土中世遺物 Ⅵ (1:3)
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遺跡 (左 )と 松尾城跡 (右 )

―

遺跡全景 名古熊台地か らみた

１一 調査前の遺跡 南か らみ る

図16 松尾南の原遺跡出土  その他 の遺物 Ⅵ (1:3)



中世屋敷跡  東か らみ る手前が 1号遺構

中世屋敷跡  2号・3号遺構

5号住居址 6号住 居址

茶自 1号出土

中世 屋敷跡 西か らみ る

中世屋敷跡  3号遺構 (倉庫 ) 中世屋敷跡  4号 遺構

天 目茶碗 出土

す り鉢 出土



天 目茶碗

1974年調査前の遺跡

溝 I(薬 研堀 ともみ られ る )

溝 Iを トレンチで南東への延長 をさ ぐる

茶臼 1号

す り鉢 溝 I 断面

溝 Π を トレンチ でさ ぐる



7号住 居址 (屋敷跡 もみ られ る |

本主ダリl■L

溝 III(7号 住居址 はそれ を埋 め てつ く二)れ てい る )
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8号 f主 居址

9号住居址 の 1部

茶臼 2号 と永楽銭出土 皿  出 土



1972■
「

ヨ円星曇  1

1974`Fヨロ塁曇  1

1972`Fヨ町3蜃   2

1974F「 言胃]望   2

1974年遺跡遠望

台地上の建物が三菱電機飯田工塀

松 尾 南 の原 遺 跡 発 掘調 査 概報

一 中世屋敷跡を中心とした 一

19720 1974

三菱電機株式会社中津川製 1/F所

飯 田 市 教 育 委 員 会

1974F「 局目]曇   3

印刷 飯田市通 り町 1(株)秀 文 社


